
JBCC Healthcare Consortium

■事務作業に追われ、患者様への栄養管理の時間が少なくなって
いませんか？

・食事箋、食数管理業務
・献立作成業務
・発注・見積・在庫管理
・調理指示業務

★栄養管理システム

「Kokuran 21」

１.食事箋データは、各食区分毎に食種・主食・病棟・コメント等を管理。

患者様毎の極め細やかな管理を行う事が可能。

２.食数データ等を元に発注データを簡単に作成。発注～在庫管理までが連動

３.コメント対応により、料理の代替え等が自動変換でき調理指示関連まで反映

４.NST、院内クックチル及びセントラルキッチン等への幅広い拡張性

★「Ｋｏｋｕｒａｎ21」は様々な機能により栄養士の方々のＮＳＴ等への時間を創出します。

＜Kokuran 21を導入すると＞

患者様指向

・ セレクトメニュー対応
・ コメント自動対応
・ 患者様個人対応機能
・ 個別摂取状況把握

適応施設

ユーザー様指向・ 民間、国公立病院

・老健、特養

サポート 充実した機能

・ 電話、FAXによる無料相談

・ リアルタイムな
リモートメンテナンス対応

・ 献立管理、コピー機能の充実

・ 現場指示書の多機能出力

・ ３６５日、７時から１９時までの
“長時間あんしんサポート”受付対応

・ 栄養管理計画作成、管理

・ ユーザー様の声による標準機能向上



ＪＢＣＣヘルスケア・コンソーシアム
【お問合せ先】 日本ビジネスコンピューター株式会社

ＪＢＨＣ事務局Tel：03-5714-5300 FAX:03-5714-5386
Ｍａｉｌ：mv_info@jbcc.co.jp

ＪＢＨＣホームページ http://www.jbhc.jp/
ＪＢＣＣホームページ http://www.jbcc.co.jp/

JBCC Healthcare Consortium

■導入実績（導入数、導入先、導入事例）
＜導入数＞４７０ヶ所程度

＜導入先＞久留米大学病院、静岡済生会病院、かながわセントラルキッチン 等

＜導入事例＞オーダリング・電子カルテシステム連携、医事会計システム連携等

株式会社グリーム

＜サーバー＞

全てのクライアント端末で食数、献立、発注、在庫等の業務が可能

＜クライアント＞

■構成図

■導入までのスケジュール

定義

*

運用開始構成 改善

IA(Implementation Approach)に準拠してご支援致します。

マスタ整理

上記期間は、あくまでも参考です。個々の状況により期間が延長することもあります。

代行入力 稼働

４ヶ月

IA(Implementation Approach)に準拠してご支援致します。

リハーサルﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

＜レーザープリンター＞


